
工学研究科 工学専攻 電気電子情報工学領域 

博士前期課程 

教育研究上の目的 

電気電子情報工学領域の博士前期課程は、本学及び本学工学研究科の教育研究上の目的の下

に、現代社会の持続的発展を支える電気工学、電子工学、通信工学、情報工学及びこれらの融合領

域について、専門的知識を体系的に身に付け、人類社会の要請に主体的、実践的に対応できる技術

開発の担い手の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、工学研究科工学専攻電気電子情報

工学領域博士前期課程では、電気・電子・通信・情報工学分野の技術開発の担い手を育成することを

教育の最終の目標としています。 

２１世紀の高度情報社会では、従来の専門分野にとらわれず、文理工が融合しているため、その関

連分野の幅広い知識を体系的に身につけ、それを実際に応用する能力、各自が専門とする分野にお

いて社会的観点及び学術的観点から重要とされる課題を解決するための方法の開発に、自発的に取

り組む能力、技術開発グループの構成員として主体的かつ協調的に行動し、技術開発の推進に貢献

する能力を養成します。また院生自身が自らの研究開発の成果を国内外で発表し、報告や論文として

まとめる能力を涵養します。これからの絶え間なく進展する社会の複雑化、情報化、グローバル化に対

応するために、学生が幅広い基礎的能力や俯瞰的なものの見方を修得した上で専門分野を選択し、

それぞれの研究指導へと有機的につながるよう、専門分野に共通するコア科目をコースワークとして配

置することにより、幅広い教育と積極的な異分野融合による技術開発の担い手を育成することを教育目

標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士前期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した修士論文が領域内規

に則って審査され合格と判定された者は、本領域下位学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力、すな

わちその対象とする専門分野についての幅広い基礎知識と専門知識を活かして人類社会の要請に主

体的かつ実践的に対応できる能力に加え、さらに以下に列挙した能力を身につけていると判断され、

修士（工学）の学位が授与されます。 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力

(1)社会の動きに絶えず関心をもち、専門分野において社会的観点あるいは学術的観点から重要とさ

れる課題を自発的に発見あるいは判断し、この解決に自発的に取り組む実践的能力を身につけて

いる。

2.国際的感性とコミュニケーション能力

(1)技術開発成果を日本語または英語で発表・討論し、かつ報告書、学術論文等としてまとめるプレゼ

ンテーション・コミュニケーション能力を身につけている。

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能

(1)電気工学、電子工学、通信工学または情報工学の分野の専門的な知識を体系的に身につけ、当

該分野の技術開発にこれを活用する能力を身につけている。

(2)技術開発チームの構成員として主体的かつ協調的に行動し、組織的な技術開発に貢献する能力を

身につけている。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

本領域博士前期課程では、十分な専門基礎知識と高度な専門知識を兼ね備え、急速に技術革新



が進行している状況に柔軟に適応しうる実践的な開発技術者を育成します。この目標を達成するため、

本領域は、以下の方針で教育課程を編成しています。 

1.教育課程の編成・実施

(1)電気工学・電子工学・通信工学・情報工学の各分野にまたがる幅広い講義科目を用意し、学生各

自が、実践的な開発技術者に求められる高度な専門知識及び専門関連分野の幅広い知識を学修

できるようにしています。

(2)学生各自が、社会的あるいは学術的観点から重要な研究課題への取り組みと解決を通じ、実践的

な研究課題解決能力を養成できるようにしています。

(3)学生各自が、実践的な開発技術者にふさわしいプレゼンテーション・コミニュケーション能力を養成

できるようにしています。

(4)学生各自が、実践的な開発技術者にふさわしい下位者に対する指導能力を養成できるようにしてい

ます。

2.教育の方法と評価

(1)学生が専門知識の核心・本質を学修できるように、これを熟知した各分野の専門教員が専門講義課

目を担当しています。また、実践的な研究課題解決能力は、研究実績豊富な専門教員による直接

的な研究指導に基づく実践的研究活動を通じ、養成するようにしています。プレゼンテーション・コミ

ュニケーション能力は、日本語、英語による学会発表の準備と体験という実践的手段を通じ、養成し

ています。指導能力は、TA(ティーチング･アシスタント)の体験という実践的手段を通じ、養成してい

ます。

(2)成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画・遂行・発表を含む前期課程

内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力と

プレゼンテーション・コミュニケーション能力の評価を行なっています。これら評価は、公平性と厳格

性を期して、３名以上の専門教員で実施するようにしています。

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）

1.大学院教育によって培う能力

本領域博士前期課程では、以下の能力を備えた人材を育成します。

(1)電気工学、電子工学、通信工学または情報工学の分野の専門的な知識を体系的に身につけ、当

該分野の技術開発にこれを活用する能力

(2)当該分野における社会的または学術的観点から重要とされる技術課題を自発的に発見あるいは判

断し、この解決に自発的に取り組む実践的能力

(3)技術開発チームの構成員として主体的かつ協調的に行動し、組織的な技術開発に貢献する能力

(4)技術開発成果を日本語または英語で発表・討論し、かつ報告書、学術論文等としてまとめるプレゼ

ンテーション・コミュニケーション能力

2.本領域の求める入学者

本領域博士前期課程では、以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。

(1)電気工学、電子工学、通信工学、情報工学のいずれかの分野の基礎学力、数学と英語の基礎学力

を有する人

(2)専門分野をより深くかつ幅広く修得し、人類社会の諸問題や産業界の要請を勘案した実践的な観

点から、専門分野の技術開発に熱意と意欲を有する人

3.大学までの能力に対する評価（選抜方法）

本領域博士前期課程では、基礎学力の修得度、意欲と熱意をもとに選抜します。

(1)基礎学力は、電気回路、電気磁気学、情報基礎のいずれかの 2 分野、および数学と英語に関し判

断します。



(2)基礎学力の修得度は主として筆記試験を通じ、意欲と熱意は口述試験を通じ、判断します。

(3)学部での学修成績によっては、筆記試験を免除します。



工学研究科 工学専攻 電気電子情報工学領域 

博士後期課程 

教育研究上の目的 

電気電子情報工学領域の博士後期課程は、本学及び本学工学研究科の教育研究上の目的の下

に、現代社会の持続的発展を支える電気工学、電子工学、通信工学、情報工学及びこれらの融合領

域について、高度な専門的・学術的知識を体系的に深く理解し、人類社会の要請に主体的、実践的

に対応できる研究開発や学術の担い手の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、工学研究科工学専攻電気電子情報

工学領域博士後期課程では、電気・電子・通信・情報工学分野の研究開発や学術の担い手を養成す

ることを、教育の最終の目標としています。 

グローバル化社会において、新しい境界分野・学際分野が生まれており、学生が幅広い基礎的能力

や俯瞰的なものの見方を修得した上で、専門分野に共通するコア科目を体系的に修得することを推進

します。またコースワークに加え、より専門性を重視したリサーチワークにより、電気・電子・通信・情報工

学分野及びその関連分野の学術的知識を体系的に深く理解し、それを教授する能力、各自が専門と

する分野において社会的観点及び学術的観点から重要とされる課題を発見し、これを解決するための

方法を開発し、さらに実用へと展開させる能力、研究開発を主導する能力を養成します。さらに研究開

発の成果を国際会議等で発表し、他の研究者との討議を通して、最終的に学術論文としてまとめる能

力を涵養します。こうした能力を涵養することによって、従来の専門分野に加えて、学問体系の学際的・

横断的研究に柔軟に対応し、学際的新分野、学術、科学・技術の進展に柔軟に対応できる積極性、

創造性豊かな研究者、技術者を養成することを教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士後期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した博士論文が領域内規

に則って審査され合格と判定された者は、同領域博士前期課程のディプロマ・ポリシーに掲げた能力、

すなわちその対象とする専門分野についての体系的な専門知識を活かして主体的かつ実践的に技術

開発を行いうる能力に加え、さらに以下に列挙した能力を身につけていると判断され、博士（工学）の学

位が授与されます。 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力

(1)社会の動きに絶えず関心をもち、専門分野において社会的観点あるいは学術的観点から重要とさ

れる課題を自発的に発見あるいは判断し、これを解決した上で実用へと展開させる高度な実践的能

力を身につけている。

2.国際的感性とコミュニケーション能力

(1)研究成果を国際的な場で発表し、他の研究者との討論を通して、成果を高度かつ体系的な学術論

文あるいは報告書としてまとめる能力。加えて、これに要する高度なプレゼンテーション・コミュニケー

ション能力を身につけている。

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能

(1)電気工学、電子工学、通信工学あるいは情報工学の専門分野の学術的知識を、さらには関連分野

の学術的知識を体系的かつ深く理解し、それを教授する能力を身につけている。

(2)研究チームのリーダーとして、チームをまとめ、組織的な研究を主導する能力を身につけている。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

本領域博士後期課程では、高度な学術的知識を体系的に深く理解し、人類社会の諸問題の解決



に向け、未来を開拓する先端的研究に従事する研究者を育成します。この目標を達成するため、本領

域は、以下の方針で教育課程を編成しています。 

1.教育課程の編成・実施

(1)電気工学・電子工学・通信工学・情報工学の各分野の高度な講義科目を用意し、実践的な研究者

に求められる高度かつ最新・最先端の専門知識を教授しています。

(2)研究課題の探索能力、遂行能力、解決能力、研究チーム運営能力を高いレベルで修得できるよう

にしています。併せて、自発性・主体性・創造性・協調性等の研究開発の精神を涵養するようにして

います。

(3)国際的な場で通用するプレゼンテーション・コミュニケーション能力を養成するようにしています。

(4)後進に対し、学術的知識を教授する能力、および教育する能力を修得できるようにしています。

2.教育の方法と評価

(1)各分野第一級の専門教員による専門知識教授を通じ、学生が高度かつ最新・最先端の専門知識を

体系的に修得できるようにしています。同専門教員の助言の下に、社会的観点あるいは学術的観

点から重要な研究課題を自ら探索し、同研究課題の解決に学部生、博士前期課程大学院生を率

いて取り組ませることにより、高度な研究遂行・解決能力、研究チーム運営能力を修得できるようにし

ています。同時に、研究開発の精神を涵養できるようにしています。国際的なプレゼンテーション・コ

ミュニケーション能力は、国際会議での研究発表の準備と体験という実践的手段を通じ、養成してい

ます。後進に対する教授・教育能力は、広い分野での TA(ティーチング･アシスタント)体験という実践

的手段を通じ、養成しています。

(2)成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。特に、研究成果に関し、国内外の

第一級学会論文誌による発表実績、国際会議による発表実績を通して、研究課題の遂行・解決能

力、国際的なプレゼンテーション・コミニュケーション能力の評価を行なっています。これらの能力評

価は、５名以上の有資格専門教員による予備審査、本審査等を介して、公平性と厳格性を期して、

実施しています。

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）

1.大学院教育によって培う能力

本領域博士後期課程では、以下の能力を備えた人材を育成します。

(1)電気工学、電子工学、通信工学あるいは情報工学の専門分野の学術的知識を、さらには関連分野

の学術的知識を体系的かつ深く理解し、それを教授する能力

(2)当該分野における社会的観点あるいは学術的観点から重要とされる課題を自発的に発見あるいは

判断し、これを解決した上で実用へと展開させる高度な実践的能力

(3)研究チームのリーダーとして、チームをまとめ、組織的な研究を主導する能力

(4)研究成果を国際的な場で発表し、他の研究者との討論を通して、成果を高度かつ体系的な学術論

文あるいは報告書としてまとめる能力。加えて、これに要する高度なプレゼンテーション・コミュニケー

ション能力

2.本領域の求める入学者

本領域博士後期課程では、以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。

(1)電気工学、電子工学、通信工学、情報工学のいずれかの分野の高度な学力と語学力を有する人

(2)社会的観点あるいは学術的観点から重要な課題を発見し、それらの課題の解決に向けた先端的な

研究に熱意と意欲を持っている人

(3)電気工学、電子工学、通信工学、情報工学のいずれかの分野における大学教育、大学院教育に熱

意と意欲を持っている人

3.博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法）



本領域博士後期課程では、高度な専門学力の修得度、意欲と熱意をもとに選抜します。 

(1)高度な専門学力は、修士論文と専修科目を中心に、口述試験を通じ判断します。熱意と意欲は、同

様に口述試験を通じ判断します。

(2)語学力は、英語の筆記試験を通じ判断します。
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